


ライターの薄明かりの向こう、ぼっかりとあいた洞窟の奥に鬱蒼と漂う船が一隻。

まるで幽霊船にいざなわれるようだった。

服の切れ端で、その辺りの流木を添え木変わりにギチギチに足へ縛りつけた北山が、杭ほどもある木を杖に、加夏子を

背負って洞窟を奥へと向かっていた。

虫の歩みより遅い。

目の前の首筋を伝う汗に混じる異様な臭いを、少し前から加夏子はかいでいた。

怪我人、救急患者…

命に危険の迫る者が共通して漂わせるあの臭い。

病院で散々それに接してきた彼女にはあまりにも明白な兆しであった。

「降ろして。わたしを降ろして、ひとりでいって」

「…」

「北山さん、もぅいいよ！　北山さんだけなら何とか逃げられる、御願い、もう止めて！！」

「……」

足が止まった。

加夏子がかざしたライターの灯りに照らされ、ゆっくりと振り返った彼の顔は嫌な臭いのする汗でびっしょりと濡れて

いた。１０年もダイエットしたかのように僅かな時間で頬がげっそりと痩けている。

だが。

その幽鬼のような顔が口元をつり上げた。

岩にへばりついた苔のように、とてつもなくしぶとくふてぶてしい笑みが黒い横顔に浮かんできた。

「…れ…をだ…と…おも…てる…」

「なに？　なに言ってるかわかんないよ」

「おれは…ばく…だ…」

「？？？」

「おれは…ランニングバックだっ！！！」

船までの残り６ｍ程を北山はいきなり走り出した。

文字通りの疾走、折れた骨が皮膚を突き破り血を噴き出していることなどお構いなしの大爆走であった。

船の脇腹に身体ごとぶつかると一気に舷側をわし掴みにする。

額は木造の船にめり込んでいた。

「のぼ…れ…」

「え？」

「登れ…はしごだと思って…いけ…早くっ！」

加夏子は北山の背中を這い上がると、船べりを越えて向こう側へと落ちた。

腹の底から絞り出すようなうめき声と共に、北山もまた腕の力だけで身体を持ち上げ船内に転がり込んできた。精魂尽

きてその場に大の字になる。

「すごい…ひと、なんだね。北山さんって」



ややあって、激しい呼吸を際限無く繰り返す北山を横座りに見下ろしながら呟いた加夏子の声には、怯えと感動がない

まぜになっていた。



「学生時代はよぉ…よく走ったぜ、飽きもせず血反吐吐くまで。腕、足、肋骨。骨折なんざ日常茶飯事さ。デカブツど

もと来る日も来る日も潰しつぶされ…あの頃に比べりゃこんな怪我…」

大の字のまま、北山は口だけ動かしていた。

「ランニングなんとかって、なに」

「ランニングバック。アメフトのポジションだ」

「アメリカン…フットボール？」

「よく知ってるな」

「パパが昔、アメリカンフットボールの選手だったって。酔っぱらってよく自慢してた」

「ポジションは」

「確か…フルバック…だったかな？」

「そりゃいいガタイしてるだろうな」

「象みたい。おっきくてフカフカしてる」

「ハハ…なら足は俺のほうが上だな」

「北山さん、ほんっと意地っ張りだよね。パパとまで張り合っちゃうなんて」

「ああ。俺は負けるのが大嫌いだ。試合…競争相手…喧嘩…怪我…家族の死。どれもこれも負けたくねぇ、絶対に」

少しでも気が紛れたらいいと、薄明かりでもハッキリ判る死相を浮かべた北山の話を聞いていた加夏子は、彼の最後の

言葉に胸をつかれ口をつぐんだ。

「なぁ…　人はいつか死ぬ。こんな当たり前の事はねぇ。いちいちガタガタ騒ぐことなんてないんだ。とにかく全力で

ぶつかって、それでどうなるかなんて俺達が考える事じゃねぇさ。ぶつかった後の事は、ぶつかってから考えりゃいい

…俺はそうやって今日まできた」

「北山さん…」

「忘れた事なんか一度も無い。今でもあいつらはちゃんと生きてる。目ぇつぶればすぐに会えるぜ。俺はまたあいつら

に会う為、必ず生きて還る。くたばって…たまるか」

震える腕を持ち上げ、北山は船尾の方を指さした。

「あそこに…操舵室がある…這ってって、スターターを捜せ。エンジンをかけるボタンだ。身体を起こせりゃ届く筈だ

。おれは…錨をはずす。いけ」

言うと、北山はゆっくりと俯せになって船首の方へと這いずり始めた。

加夏子も同じように這いずりながら船尾を目指した。背後に北山の荒い息が響く。

くたばるか

くたばんねぇぞ

チクショウ…

途切れ途切れの、でもひどく力強い呟きを背に、加夏子は操舵室を目指し懸命に這っていった。



◇

どこまでが海か空か判らぬ漆黒の空間を、船は走っていた。

舵は加夏子が操っていた。

椅子に座り、舵輪とスロットルレバーで上体を支えるようにして、食い入るように前を睨んでいた。

目指すは小さな灯り。そこにある港。

狭い瀬戸内の海。

夜間である事を差し引いても、普通なら程なく陸地に辿り着ける筈であった。

だが蛇行を繰り返す船は陸へ近付くことすらままならかった。

追跡する船が、二艘。

追っ手だ。

エンジン音を圧倒するようだった北山の指示が、少しづつ小さく、聴き取り辛くなってきていた。

加夏子はもう無我夢中で舵を操り続けていた。

「あと少しで陸よ、しっかりして！　北山さんっ！！」

怒鳴りながら大きく左に舵を切る。

小さな漁船が横っ面を張られたようにがくんと傾き進路を曲げる。

飛沫が操舵室まで飛んできた。

北山の返事は無い。

後方から追いかけてきた二隻は、スピードを増して加夏子達の船に並ぼうとしていた。

一隻が進路の内側に回り込んでくる。前へ出てこちらの船足を止めようというのだろう。

２０分そこらの海上での鬼ごっこが、もう１時間も続いているように加夏子は感じた。

このままじゃだめだ…

いちかばちか

勇気を出せ！

舵を大きく右へ切ると、当て舵をしながら加夏子は船を直進させようとした。

船を操る要領はこの何分かでだいぶ判ってきていた。

スロットルを思い切り前へ突き出す。

船が蹴飛ばされたように加速した。

みるみるうちに黒い船影が迫る。

その影に、港の小さな灯台が見えた。

「いっけえぇぇぇぇぇー！！！」

舵に噛みつく勢いで加夏子が叫んだ。

ぱんぱんと小さな音が響く。



銃声だと気付く間も無く、船は追っ手のそれと斜めに舷側をぶつけ、酷い衝撃と共にはじき飛ばした。

ひゅんと銃弾が頭上を掠めた。

一発が操舵室のガラスに命中し粉々に弾き飛ばす。

首を縮めて、加夏子はスロットルを力一杯押し続けた。

当たるもんか

あたるもんか！

あたるもんかぁー！！

激しく揺れていた灯台がみるみるうちに近付き、激しい衝撃と共に船が浅瀬に乗り上げた。

そのままズルズルと進み傾いて止まる。

防波堤がうっすらと、手の届きそうな所に見えた。


